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は
じ
め
に

大
正
初
期
の
「
少
女
画
報
」（
明
治
四
五
年
創
刊
、
東
京
社
）
誌
上
で
、
読
者
か
ら
熱

い
支
持
を
受
け
て
い
た
少
女
小
説
家
に
、
伊
澤
み
ゆ
き
が
い
る
。
彼
女
に
つ
い
て
は
、

父
の
富
次
郎
が
、
教
育
者
の
伊
沢
修
二
と
政
治
家
の
伊
沢
多
喜
男
の
兄
弟
で
あ
る
こ
と
、

六
歳
下
の
妹
き
み
子
が
宇
野
浩
二
の
恋
人
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
近
年
、
岡
本
正
貴
氏
・
永
渕
朋
枝
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
伊
澤
み
ゆ
き
が
「
処
女

地
」「
赤
い
鳥
」
の
伊
東
英
子
で
あ
る
こ
と
、「
青
鞜
」
の
濱
野
雪
と
も
同
一
人
物
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
（
（
（
れ
、
森
本
穫
氏
の
伊
澤
き
み
子
調
（
（
（
査
に
よ
っ
て
具
体
的
な
家
族

構
成
な
ど
も
判
っ
て
き
た
。

本
名
は
伊
澤
英
子
（
戸
籍
上
は
「
ひ
（
（
（

で
」）、
明
治
二
三
年
一
月
一
五
日
に
仙
台
市
に

生
ま
れ
（
（
（
た
が
、
や
が
て
一
家
は
東
京
下
谷
竹
町
に
転
居
、
父
母
は
そ
の
地
で
医
院
を
開

業
し
た
。
一
〇
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
本
名
で
雑
誌
投
稿
を
始
め
、
や
が
て
創
刊
し
た

ば
か
り
の
「
少
女
画
報
」
に
「
み
ゆ
き
（
女
）」
の
筆
名
で
読
切
の
少
女
小
説
を
掲
載

す
る
よ
う
に
な
る
。「
伊
澤
」
の
姓
を
明
か
し
た
の
は
、「
濱
野
雪
」
名
義
で
「
青
鞜
」

に
小
説
を
発
表
し
は
じ
め
た
後
の
、
大
正
四
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

英
子
の
名
は
伏
せ
て
「
伊
澤
み
ゆ
き
」
と
し
て
い
た
。
英
子
が
本
名
で
作
品
を
発
表
す

俳
誌
「
風
花
」
同
人
・
須
田
英
子
（
＝
伊
澤
み
ゆ
き
・
濱
野
雪
・
伊
東
英
子
）
と
世
田
谷

福
　
田
　
委
千
代

学
苑
・
近
代
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
九
五
九
号
　（
四
一
）～（
五
二
）　（
二
〇
二
〇
・
九
）

A Haiku Poet Hideko Suda （1890-1973）  
and the Magazine Kazahana

Ichiyo Fukuda
Abstract

Kazahana （discontinued）, first published in May 1947, was a haiku 
magazine initially presided over by Teijo Nakamura （1900-1988）. The 
issuing office was located in the residence of Teijo Nakamura in Daita, and 
the haiku meetings were held at the 9th branch of the Setagaya ward office 
near Shimokitazawa Station, hence the journals activities were closely 
connected to Setagaya. 

Hideko Suda was affiliated with Kazahana as a haiku poet in her later 
years. But in her early days she had contributed to various literary 
magazines as a minor writer: short novels for girls in Shojogaho, short 
novels in Seito, and short novels and essays in Shojochi, etc. under the 
pseudonyms “Miyuki Izawa,” “Yuki Hamano,” and “Hideko Ito.” Focusing on 
her work for Kazahana, this article looks at her life and describes how she 
was involved in haiku as a self-sufficient resident of Setagaya ward.

Key words: �Hideko Suda （須田英子）, Teijo Nakamura （中村汀女）, haiku （俳
句）, Kazahana （「風花」）, self-sufficient life in Setagaya （世田谷で
の自適な暮らし）
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る
の
は
、
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
等
で
知
ら
れ
る
伊
東
六
郎
と
結
婚
し
「
伊
東
英
子
」
と

な
っ
た
後
の
大
正
八
年
か
ら
で
、「
三
田
文
学
」「
内
外
時
論
」「
少
女
倶
楽
部
」
な
ど

に
単
発
的
な
掲
載
が
あ
る
他
に
、「
赤
い
鳥
」
に
童
話
が
五
篇
、
島
崎
藤
村
主
宰
「
処

女
地
」
に
は
同
人
と
し
て
参
加
し
第
三
号
か
ら
終
刊
第
一
一
号
ま
で
連
続
し
て
小
説
ま

た
は
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
正
一
三
年
に
、
伊
東
と
別
れ
当
時
キ

ネ
マ
旬
報
社
に
関
わ
っ
て
い
た
須
田
鐘
太
と
再
婚
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
「
伊
東
英

子
」
の
名
は
封
印
さ
れ
、
以
降
「
濱
野
ゆ
き
」
名
義
で
「
婦
人
公
論
」「
若
草
」
な
ど

に
昭
和
初
期
ま
で
散
発
的
な
掲
載
が
あ
る
。
戦
中
の
活
動
の
有
無
は
判
っ
て
い
な
い
が
、

戦
後
は
中
村
汀
女
主
宰
「
風
花
」
同
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
親
族
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情

報
と
し
て
永
渕
朋
枝
氏
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。

俳
句
同
人
誌
「
風
花
」
は
、
昭
和
二
二
年
五
月
に
世
田
谷
区
で
創
刊
さ
れ
た
。
発
行

所
の
風
花
書
房
は
汀
女
の
住
む
代
田
に
置
か
れ
、
同
人
も
世
田
谷
区
内
に
住
む
人
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
運
営
・
発
行
が
軌
道
に
乗
っ
て
後
の
例
会
は
、
下
北
沢
駅
最

寄
り
の
世
田
谷
区
役
所
第
九
出
張
所
が
会
場
と
さ
れ
て
お
り
、
世
田
谷
に
は
深
い
縁
が

あ
る
。

「
風
花
」
は
ま
た
多
く
の
支
部
を
誇
っ
た
が
、
本
部
周
辺
の
主
な
支
部
に
は
北
沢
・

永
福
町
・
目
黒
・
碑
文
谷
の
四
箇
所
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
の
永
福
町
支
部
山
吹
会
に
、

本
名
の
須
田
英
子
で
参
加
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
英
子
は
句
作
の
道
に
入
っ
た
よ
う
で

あ
（
（
（
る
。
山
吹
会
が
立
っ
た
の
は
昭
和
二
六
年
の
こ
と
で
、
当
時
、
英
子
は
夫
と
と
も
に

永
福
寺
に
ほ
ど
近
い
町
内
に
住
ん
で
い
た
。
が
、
昭
和
三
〇
年
四
月
に
夫
が
病
没
す
る

と
、
世
田
谷
区
世
田
谷
に
転
居
し
た
こ
と
が
、
昭
和
三
二
年
五
月
刊
『
風
花
同
人
句
集
　

第
一
巻
』（
風
花
同
人
会
）
に
記
さ
れ
た
住
所
か
ら
判
明
す
る
。

大
き
な
業
績
の
あ
る
作
家
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
少
女
小
説
は
吉
屋
信
子
に
影

響
を
与
（
（
（
え
、
先
輩
作
家
の
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
か
ら
も
「
名
文
家
」
と
褒
め
ら
れ
て

い
（
（
（
る
。
曰
く
言
い
難
い
魅
力
を
も
つ
書
き
手
で
あ
る
こ
と
は
、
切
れ
ぎ
れ
で
は
あ
っ
た

に
し
て
も
発
表
の
場
を
持
ち
つ
づ
け
た
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
ま
た
伊
澤
み
ゆ
き
・
濱
野

雪
・
伊
東
英
子
の
い
ず
れ
に
も
論
考
や
言
及
が
あ
っ
た
こ
（
（
（
と
が
、
証
明
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
夫
亡
き
あ
と
、
そ
れ
ま
で
の
住
居
を
処
分
し
て
決
然
と
一
人
暮
ら
し
に
入
り
、

そ
の
日
常
を
淡
々
と
句
に
し
た
た
め
た
姿
勢
に
も
、
大
い
に
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
風
花
」
に
お
け
る
英
子
の
活
動
を
追
い
、
世
田
谷
区
民
で
も
あ
っ
た
晩

年
に
、
彼
女
が
ど
の
よ
う
に
文
学
と
関
わ
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
、
英
子
の
句

俳
句
研
究
社
刊
「
俳
句
研
究
」
昭
和
三
三
年
一
月
号
掲
載
の
「
結
社
席
〈
風
花
〉」

に
は
、「
風
花
編
集
部
記
」
と
し
て
同
人
数
が
「
百
数
十
名
に
達
し
て
ゐ
る
」
こ
と
、

同
人
会
長
・
佐
藤
十
雲
、
副
会
長
・
小
宮
平
堂
を
筆
頭
に
、
速
水
草
女
・
岩
下
ゆ
う
二

ら
主
力
同
人
の
尽
力
に
よ
っ
て
東
京
以
外
の
山
口
・
熊
本
・
秋
田
・
新
潟
で
も
支
部
が

結
成
・
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
十
周
年
を
迎
え
「
豪
華
な
同
人
句
集
」（
引
用
者
註
・

前
掲
『
風
花
同
人
句
集
　
第
一
巻
』
の
こ
と
）
の
刊
行
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
風
花
作
家
の
句
風
は
男
女
の
別
を
問
は
ず
一
本
の
は
つ
き
り
し
た
線
に
貫
か
れ
て

ゐ
る
。
そ
れ
は
先
生
の
指
導
方
針
で
あ
る
「
そ
の
日
そ
の
日
の
風
の
中
に
あ
る
己
に
ふ
れ

る
詩
情
を
く
み
と
る
」
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
心
新
し
く
居
れ
ば
、
あ
た
へ
ら
れ
る
も
の
は

無
限
で
あ
る
事
を
汀
女
先
生
は
教
へ
つ
ゞ
け
て
来
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
に
は
、「
家
庭
婦
人
の
同
人
が
多
」
く
集
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
記
さ
れ
、「
風
花
の
中
堅
層
を
な
し
て
風
花
同
人
欄
で
あ
る
毎
月
の
「
四
季
抄
」
を

飾
り
、
風
花
作
家
に
対
す
る
大
き
な
影
響
力
を
な
し
」
且
つ
「
東
京
を
中
心
と
し
て
多

数
の
支
部
を
運
営
し
、
作
品
の
錬
磨
、
後
進
の
育
成
に
当
つ
て
ゐ
る
」
と
し
て
、
二
二
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名
の
女
性
作
家
の
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
中
江
百
合
・
村
田
八
重
・
樺
島
政
尾
・
内

海
千
鶴
・
手
塚
鶴
代
と
い
っ
た
支
部
幹
事
ら
に
続
き
、
六
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

が
須
田
英
子
の
次
の
句
で
あ
る
。

く
さ
め
し
て
と
ぽ
ん
と
し
た
る
小
犬
か
な

こ
れ
は
「
風
花
」
昭
和
三
〇
年
三
月
号
の
「
風
花
集
」
に
採
ら
れ
た
一
句
で
あ
る
。

「
風
花
集
」
は
、
同
じ
く
汀
女
選
で
は
あ
る
が
、
先
述
の
同
人
欄
「
四
季
抄
」
よ
り
一

段
下
の
掲
載
欄
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
句
は
前
掲
『
風
花
同
人
句
集
　
第
一
巻
』
収

録
の
英
子
の
句
集
「
花
八
つ
手
」
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。『
風
花
同
人
句
集
』
は
、「
各

自
選
に
よ
り
数
十
句
を
抜
萃
し
之
に
汀
女
先
生
の
御
選
を
経
て
二
十
句
と
し
て
編
ま
れ

た
も
の
」（
佐
藤
十
雲
「
跋
」）
と
あ
り
、
英
子
の
「
花
八
つ
手
」
二
十
句
は
、
最
初
か

ら
七
句
ま
で
が
愛
犬
を
詠
ん
だ
句
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
英
子
に
は
愛
犬
に
ま
つ
わ

る
句
が
多
く
、
犬
の
句
は
彼
女
を
個
性
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。「
子
を

持
た
ぬ
私
は
い
つ
も
身
近
に
犬
を
置
い
た
。
犬
と
い
う
も
の
ゝ
限
り
な
い
可
愛
さ
は
、

飼
つ
た
事
の
な
い
人
達
に
は
絶
対
に
理
解
し
て
貰
へ
ぬ
と
信
じ
る
」（「
ひ
と
り
ご
と
」、

「
風
花
」
昭
和
三
一
年
四
月
号
「
春
扇
集
」
よ
り
）
と
、
英
子
は
述
べ
て
い
る
。

須
田
英
子
が
「
風
花
」
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
昭
和
二
六
年
一
一
月
号
、
お
そ
ら

く
次
の
句
に
て
で
あ
（
（1
（
る
。

秋
草
の
う
す
紫
の
花
ば
か
り

英
子
は
こ
の
と
き
六
一
歳
、
夫
の
鐘
太
と
と
も
に
杉
並
区
永
福
町
に
住
ん
で
い
た
が
、

こ
こ
に
同
年
三
（
（1
（
月
「
風
花
」
永
福
町
支
部
山
吹
会
が
立
っ
た
。
例
会
が
週
末
で
は
な
く

毎
月
第
二
火
曜
午
後
二
時
か
（
（1
（
ら
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
参
加
者
が
専
業
主
婦
中

心
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
発
足
時
の
幹
事
は
内
海
千
鶴
（
子
）
で
あ
っ
た
が
程
な

く
大
阪
転
居
と
な
り
、
同
じ
永
福
町
内
に
住
む
同
人
た
ち
の
樺
島
政
尾
・
手
塚
鶴
代
が

新
幹
事
と
な
っ
た
。
山
吹
会
が
五
周
年
を
迎
え
た
際
に
は
、「
支
部
め
ぐ
り
（
五
）
山

吹
会
（
永
福
町
支
部
）」
と
い
う
記
事
に
「
地
元
の
永
福
町
古
参
組
が
四
、
五
名
受
附
、

会
計
で
、
早
く
か
ら
出
席
し
て
下
さ
る
の
が
何
よ
り
の
強
味
で
、
ナ
マ
ケ
モ
ノ
の
私
な

ど
は
い
つ
も
鶴
代
さ
ん
の
蔭
に
隠
れ
て
、
適
当
に
ご
ま
か
し
て
ゐ
て
も
さ
ほ
ど
目
立
た

ぬ
程
繁
昌
し
て
ゐ
ま
す
」（「
風
花
」
昭
和
三
一
年
五
月
号
）
と
、
幹
事
の
手
塚
鶴
代
に
続

い
て
短
文
を
載
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
英
子
も
「
永
福
町
古
参
組
」
の
一
人
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
れ
る
。
余
談
な
が
ら
手
塚
鶴
代
は
、
大
正
一
四
年
「
婦
人
世
界
」
懸
賞
小
説

一
等
当
選
作
と
な
っ
た
「
葡
萄
実
れ
ど
」
の
作
者
で
も
あ
（
（1
（
る
。
そ
の
こ
と
を
英
子
は
知

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
逆
に
、
手
塚
鶴
代
は
英
子
を
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
若

き
日
の
文
学
的
野
心
に
つ
い
て
、
二
人
と
も
に
語
り
合
っ
た
こ
と
な
ど
は
な
か
っ
た

か
―
―
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

話
を
戻
す
と
、
先
の
「
秋
草
」
の
句
は
、
永
福
町
山
吹
会
例
会
で
採
ら
れ
巻
末
の
句

会
報
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
、「
風
花
」
本
編
へ
の
掲
載
作
で
は
な
い
。
語
の
選
択
が

何
と
は
な
し
に
大
正
の
む
か
し
の
少
女
小
説
を
思
わ
せ
て
懐
か
し
い
も
の
の
、
独
自
性

は
弱
い
。「
お
そ
ら
く
私
は
私
の
死
ぬ
そ
の
日
ま
で
、
下
手
は
下
手
な
り
に
句
を
作
り

「風花」昭和 30 年 3 月号
（昭和女子大学図書館近代文庫蔵）

表紙は花森安治。
この号に「嚏してとぽんとしたる
小犬かな」が初出。
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つ
ゞ
け
て
ゆ
く
事
だ
ら
う
」（「
ひ
と
り
ご
と
」）
と
い
う
言
葉
は
韜
晦
で
も
あ
ろ
う
が
、

初
手
か
ら
才
能
あ
ふ
れ
る
作
者
で
な
か
っ
た
こ
と
は
英
子
自
身
も
自
覚
し
て
い
た
と
見

て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
翌
月
号
に
は
「
一
つ
づ
つ
拾
ふ
木
の
実
の
み
な
濡
れ
て
」
が
、
早
く
も

本
編
「
風
花
集
」
に
取
上
げ
ら
れ
た
。
翌
二
七
年
は
「
風
花
」
自
体
の
発
行
数
も
七
冊

と
少
な
い
が
、
英
子
の
名
は
二
・
三
月
合
併
号
以
降
、
句
会
報
ば
か
り
で
な
く
「
風
花

集
」
に
も
見
え
、
句
作
が
日
常
化
し
て
ゆ
く
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
犬
の
句
が
目
立
っ
て
多
い
。

犬
の
句
を
追
っ
て
ゆ
く
と
、
飼
主
の
感
じ
る
「
限
り
な
い
可
愛
さ
」
の
情
と
と
も
に
、

「
そ
の
日
そ
の
日
の
風
」、
即
ち
日
常
に
、
英
子
が
味
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
喜
怒
哀
楽
も
浮

か
び
あ
が
る
。

犬
跳
ん
で
わ
れ
も
ま
た
跳
ぶ
春
の
水
（
昭
和
二
七
年
七
月
号
）

逃
げ
し
犬
探
し
歩
け
ば
梅
雨
の
蝶
（
昭
和
二
八
年
九
月
号
）

今
年
ま
た
犬
を
死
な
せ
て
秋
に
入
る
（
同
一
一
月
号
）

早
春
の
掌
に
の
る
ほ
ど
の
仔
犬
買
ふ
（
昭
和
二
九
年
四
月
号
）

日
盛
り
の
仔
犬
は
重
し
焦
げ
く
さ
し
（
同
八
月
号
）

犬
と
の
散
歩
が
日
課
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、「
犬
跳
ん
で
」
の
句
は
英
子
に
な
お
潜
む

少
女
ら
し
さ
と
同
時
に
、
旧
神
田
上
水
に
縁
ど
ら
れ
て
水
の
豊
か
な
永
福
町
の
容
子
も

伝
わ
っ
て
く
る
。
永
福
町
で
最
後
に
飼
っ
て
い
た
の
は
「
三
太
」
と
い
う
名
の
「
秋
田

ま
た
ぎ
犬
」
だ
っ
た
（「
句
の
あ
と
さ
き
」、「
風
花
」
昭
和
三
一
年
一
月
号
）。
前
掲
「
く
さ

め
し
て
」
の
句
に
詠
ま
れ
た
の
も
、
月
日
か
ら
推
し
て
こ
の
三
太
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
引
用
し
た
犬
の
句
は
す
べ
て
「
風
花
集
」
に
採
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
英

子
の
句
が
初
め
て
「
四
季
抄
」
の
方
に
採
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
八
年
一
一
月
号
の

「
鶏
頭
」
と
題
さ
れ
た
次
の
四
句
で
あ
る
。

月
澄
む
や
船
こ
と
さ
ら
に
黒
く
立
ち

鶏
頭
は
燃
え
病
院
に
人
絶
え
ず

病
院
を
出
で
つ
ま
づ
け
る
露
の
石

子
の
泣
き
て
病
院
早
き
秋
の
暮

三
句
が
病
院
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
が
、
翌
月
号
「
風
花
集
」
に
は
「
秋
雨
の
暗

き
外
科
医
の
長
廊
下
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
翌
二
九
年
四
月
号
に
は
「
今
日
抜
糸
春
雪

眉
を
か
す
め
飛
ぶ
」
が
同
じ
く
「
風
花
集
」
に
採
ら
れ
て
い
る
。
英
子
本
人
は
若
か
り

し
頃
か
ら
自
身
の
「
常
に
病
弱
な
体
」（「
迷
へ
る
も
の
」、「
処
女
地
」
大
正
一
一
年
八
月

号
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
（
（1
（
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
に
詠
ま
れ
た
病
状
は
お
そ
ら
く
夫
・
須
田

鐘
太
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
鐘
太
は
肝
臓
癌
で
約
一
年
半
後
に
亡
く
な
っ

て
い
る
。
石
に
躓
く
姿
に
英
子
の
受
け
た
衝
撃
の
深
さ
が
表
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
烈

し
く
動
揺
す
る
自
己
を
客
観
的
に
捉
え
得
た
そ
こ
に
、
表
現
者
と
し
て
の
英
子
の
前
進

も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

二
、
中
村
汀
女
と
の
関
係

「
風
花
」
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
汀
女
と
英
子
は
思
い
の
外
親
し
か
っ
た
よ
う
な
印

象
を
受
け
る
。

昭
和
三
一
年
の
「
風
花
」
一
月
号
に
は
、
同
人
会
吟
行
の
上
野
応
挙
館
庭
園
で
の
集

合
写
真
が
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、「
英
子
」
と
記
さ
れ
た
人
物
は
汀
女
の
向
か
っ

て
す
ぐ
左
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
。
同
人
物
は
、
翌
二
月
号
巻
頭
の
新
年
風
花
例
会
の
集

合
写
真
で
は
最
前
列
、
汀
女
の
向
か
っ
て
右
隣
に
座
し
て
い
る
。
英
子
の
名
を
持
つ
人

物
は
「
風
花
」
中
他
に
も
い
た
が
、
い
ず
れ
の
写
真
も
う
つ
っ
て
い
る
の
は
た
だ
一
人
、
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見
た
と
こ
ろ
の
年
頃
も
合
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
須
田
英
子
本
人
の
姿
で
あ

ろ
う
と
思
う
。

汀
女
は
毎
号
、
巻
頭
に
新
作
を
掲
載
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
は
「
風
花
」
に
ま
つ

わ
る
体
験
記
録
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
昭
和
二
九
年
一
一
月
号
に
は
、

「
鶺
鴒
」
と
題
し
た
中
に
、「
八
重
、
英
子
、
貞
子
等
大
阪
に
千
鶴
子
を
た
づ
ね
／
芦
屋

支
部
の
人
た
ち
に
も
逢
ひ
た
し
と
発
つ
。」
と
い
う
詞
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
と
お
り
、
永
福
町
支
部
の
初
代
幹
事
・
内
海
千
鶴
子
は
こ
の
年
に
大
阪
へ

転
居
し
た
が
、
転
居
先
で
も
大
阪
支
部
幹
事
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た
。
そ
れ
を
同
人

と
と
も
に
汀
女
が
見
舞
っ
た
の
だ
が
、
同
行
者
の
中
に
英
子
の
名
が
あ
る
。
苗
字
が
記

さ
れ
て
い
な
い
の
で
確
実
で
は
な
い
な
が
ら
、
村
田
八
重
は
北
沢
支
部
の
、
山
田
貞
子

は
浅
草
支
部
の
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
で
あ
っ
た
。「
英
子
」
の
名
で
、
汀
女
に
名
指
し
さ
れ

る
ほ
ど
の
有
力
同
人
は
他
に
は
な
く
、
彼
女
の
こ
の
時
期
の
掲
載
句
か
ら
は
同
時
期
に

京
阪
方
面
に
旅
に
出
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
知
れ
（
（1
（
る
。
が
、
英
子
は
表
向
き
は
永
福
町

支
部
の
一
員
で
し
か
な
く
、
作
品
も
ま
だ
「
四
季
抄
」
と
「
風
花
集
」
の
あ
い
だ
で
揺

れ
動
い
て
い
た
。

英
子
が
こ
の
時
期
の
汀
女
に
と
っ
て
、
特
別
な
印
象
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
英

子
の
夫
・
須
田
鐘
太
の
死
に
際
し
て
、
汀
女
が
次
の
よ
う
な
句
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
知
れ
る
。

夫
君
を
亡
く
さ
れ
し
須
田
英
子
氏
に

涼
や
か
に
語
ら
れ
し
日
と
の
み
思
ふ

狭
庭
今
日
如
露
の
横
向
き
夏
に
入
る

こ
れ
は
「
風
花
」
昭
和
三
○
年
五
月
号
の
巻
頭
「
夕
焼
空
」
の
一
部
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
配
偶
者
の
死
は
誰
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は
な
く
、
句
そ
の
も
の
も
個
人

が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
が
、「
須
田
英
子
氏
に
」
と
詞
書
に
あ
る
の
は

重
い
。「
風
花
」
に
と
っ
て
、
英
子
は
ど
の
よ
う
な
同
人
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
な
の

だ
ろ
う
か
。

明
治
三
三
年
生
ま
れ
の
汀
女
は
、
英
子
と
は
ち
ょ
う
ど
一
〇
歳
ち
が
い
で
あ
る
。
英

子
が
伊
澤
み
ゆ
き
の
名
で
「
少
女
画
報
」
に
少
女
小
説
を
掲
載
し
て
い
た
大
正
元
年
か

ら
五
年
の
あ
い
だ
は
、
汀
女
が
ま
さ
し
く
少
女
雑
誌
の
読
者
層
で
あ
る
女
学
生
だ
っ
た

時
期
に
相
当
す
る
。「
風
花
」
は
ま
た
創
刊
時
か
ら
富
本
一
枝
が
編
集
者
で
あ
り
、
初

期
に
は
平
塚
ら
い
て
う
が
本
名
の
明
子
で
登
場
す
る
な
ど
、「
青
鞜
」
関
係
者
と
も
縁

が
深
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
「
成
城
と
い
う
文
化
人
や
資
産
家
が
集
う
新
し
い
住
宅

地
が
舞
台
と
し
て
存
在
し
て
」
お
り
、
そ
こ
に
は
汀
女
を
は
じ
め
戦
時
中
か
ら
「
買
い

出
し
や
疎
開
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
た
」
女
性
文
化
人
た
ち
の
姿
が
あ
る
こ
と
を
、

中
山
修
一
氏
が
「
中
村
汀
女
没
後
三
〇
年
に
あ
た
っ
て
　
汀
女
主
宰
誌
『
風
花
』
創
刊

前
後
の
人
間
群
（
（1
（
像
」
で
述
べ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
女
性
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

る
中
で
、
須
田
英
子
が
「
青
鞜
」
後
期
に
関
わ
っ
た
濱
野
雪
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
る
で

知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
だ
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ

る
の
だ
が
、
事
実
は
判
ら
な
い
。

「
風
花
」
に
は
創
刊
以
来
「
風
花
集
」
と
い
う
掲
載
欄
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
八
年

三
・
四
月
合
併
号
か
ら
は
実
力
や
貢
献
度
に
優
れ
る
同
人
た
ち
の
句
を
載
せ
る
「
四
季

抄
」
と
い
う
欄
が
登
場
す
る
。
英
子
が
「
風
花
集
」
よ
り
も
こ
の
「
四
季
抄
」
の
方
に

定
着
す
る
の
は
昭
和
三
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
年
二
九
年
後
半
に
は
句
ば
か

り
で
な
く
、
同
人
同
士
の
近
況
等
を
知
ら
せ
合
う
通
信
欄
や
句
会
報
告
に
も
文
章
を
寄

せ
、
さ
り
げ
な
く
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
文
章
の
中
に
は
、
初
代
中
村
吉

右
衛
門
が
同
年
九
月
に
亡
く
な
っ
た
の
を
受
け
て
、
少
女
時
代
の
想
い
出
を
記
し
た
も

の
が
あ
る
（「
風
花
通
信
」
昭
和
二
九
年
一
一
月
号
）。
こ
れ
な
ど
は
伊
澤
み
ゆ
き
・
濱
野
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雪
・
伊
東
英
子
い
ず
れ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
お
い
て
も
書
か
れ
た
演
芸
を
テ
ー
マ
に
し
た

小
説
や
批
評
が
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
か
ら
生
じ
て
い
た
か
を
明
か
す
も
の
と
も
な

っ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
曰
く
、
父
が
「
非
常
に
」
芝
居
好
き
で
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら

俳
優
の
楽
屋
に
出
入
り
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
吉
右
衛
門
を
偲
ん
で
、
通
信
の

末
に
は
「
そ
の
午
後
の
楽
屋
の
れ
ん
の
秋
の
風
」
と
い
う
句
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
存
在
感
を
増
し
て
い
た
英
子
に
つ
い
て
、
大
津
希
水
が
同
年
八
月
号
の

「
風
花
集
」
に
採
ら
れ
た
「
濡
れ
て
ゐ
る
那
智
黒
石
や
夏
桔
梗
」
の
句
を
取
り
上
げ
、

翌
九
月
号
の
同
人
句
評
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

那
智
黒
石
に
桔
梗
を
配
し
た
事
は
、
趣
向
の
点
に
於
て
も
、
配
色
の
点
に
於
て
も
、
つ
き

す
ぎ
て
か
な
り
の
冒
険
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
破
綻
を
見
せ
て
ゐ
な
い
の
は
、

黒
石
に
対
し
て
桔
梗
の
「
紫
」
の
文
字
を
伏
せ
た
事
、
夏
の
桔
梗
で
あ
る
凉
感
、「
濡
れ

て
ゐ
る
」
と
焦
点
を
し
ぼ
つ
た
事
等
の
手
腕
に
負
ふ
処
大
で
あ
る
が
、
何
と
云
つ
て
も
句

の
ま
と
ま
り
を
動
か
な
い
も
の
に
し
た
の
は
、
濡
れ
た
那
智
石
を
名
に
呼
ん
で
愛
す
る
趣0

味
の
深
さ

0

0

0

0

に
あ
る
で
あ
ら
う
（「
風
花
集
句
評
」、
傍
点
引
用
者
）

翌
昭
和
三
○
年
一
月
号
の
、
こ
れ
も
ま
だ
「
風
花
集
」
掲
載
な
が
ら
、「
風
立
ち
ぬ

小
鹿
の
角
の
不
揃
ひ
に
」
と
い
う
句
に
対
し
、
初
め
て
汀
女
が
「
選
後
評
」
に
取
り
上

げ
て
い
る
。「
物
音
に
お
ど
ろ
き
や
す
い
動
物
の
や
さ
し
い
瞳
が
、
こ
ち
ら
を
ひ
た
と

向
い
て
ゐ
る
。「
風
立
ち
ぬ
」
と
、
冷
た
い
風
は
目
に
見
え
て
、
其
処
に
起
り
、
そ
の

風
よ
り
も
早
い
変
化
を
小
鹿
の
表
情
に
見
つ
け
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ゝ
作
者
の
心
の
翳

と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
見
れ
ば
、
や
う
や
く
伸
び
出
た
角
の
凸
凹
の
、
ぶ
ざ
ま
さ
に
、

秋
寂
び
の
思
ひ
を
深
く
せ
ず
に
居
れ
な
い
と
い
ふ
多
感
の

0

0

0

旅
人
の
、
心
の
メ
モ
の
一

つ
。」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
り
、
汀
女
も
や
は
り
希
水
と
同
様
、
英
子
の
特
徴
を
そ
の

感
性
に
見
出
し
て
い
る
。

「
風
花
」
掲
載
句
は
、
毎
月
の
句
会
や
投
句
の
時
期
と
は
二
か
月
ほ
ど
時
差
が
あ
る

が
、
四
月
に
夫
を
失
っ
た
こ
の
年
、
英
子
の
句
は
六
月
号
の
み
未
掲
載
な
だ
け
で
、
あ

と
は
一
・
三
・
一
〇
月
号
を
除
い
て
す
べ
て
「
四
季
抄
」
掲
載
だ
っ
た
。「
今
年
は
活

躍
し
ま
し
た
ね
」
と
、
汀
女
は
一
二
月
号
掲
載
の
「
座
談
会
　
風
花
の
人
々
（
第
二

回
）」
で
、
英
子
の
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。「
須
田
さ
ん
は
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
た
け

れ
ど
、
そ
の
嘆
き
を
決
し
て
動マ
マ

哭
を
以
つ
て
表
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
い
て
、
悲
し
み

は
溢
れ
て
い
る
。
奥
床
し
い
で
す
。
人
間
が
出
来
て
い
る
ん
で
す
ね
」
と
述
べ
る
汀
女

に
続
い
て
、
座
談
会
参
加
者
の
佐
藤
脩
一
が
引
い
て
い
る
の
が
、

秋
風
や
ひ
と
り
の
く
ら
し
吹
き
ぬ
け
に

い
さ
さ
か
の
風
も
か
ば
ひ
て
門
火
焚
く

の
二
句
で
あ
る
。

「
嘆
き
」
を
「
慟
哭
を
以
つ
て
表
し
て
い
な
い
」
そ
こ
に
、
汀
女
は
年
長
世
代
の

「
奥
床
し
」
さ
を
見
た
。
が
、
そ
れ
は
英
子
に
と
っ
て
幼
少
期
か
ら
の
宿
痾
と
も
い
え

る
「
片
意
地
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
よ
う
な
文
章
か
ら
理
解
さ
れ
て
く
る
。

い
つ
た
い
私
は
こ
ど
も
の
頃
か
ら
、
と
て
も
強
情
で
鼻
ツ
柱
が
強
く
、
そ
の
上
陽
気
で
あ

け
す
け
な
、
の
ん
き
坊
主
で
通
つ
て
来
た
。
そ
し
て
自
分
も
ま
た
そ
の
や
う
に
振
舞
つ
て

来
た
。
け
れ
ど
ほ
ん
と
う
は
む
し
ろ
そ
の
反
対
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
い
ふ
も
の
か

一
生
懸
命
に
ひ
た
隠
し
に
隠
し
て
来
た
。
た
ゞ
、
自
分
の
弱
味
を
ひ
と
に
知
ら
れ
た
く
な

い
、
愚
痴
や
涙
は
絶
対
ひ
と
に
見
せ
ま
い
。
何
事
に
せ
よ
、
ひ
と
に
憐
れ
ま
れ
る
ほ
ど
自

分
に
我
慢
の
な
ら
な
い
事
は
な
い
―
―
か
う
い
ふ
つ
ま
ら
な
い
と
も
言
へ
ば
言
は
れ
る
一

種
の
片
意
地
が
、
こ
ど
も
の
頃
か
ら
ず
つ
と
私
を
引
摺
つ
て
来
た
の
だ
と
思
ふ
。
こ
れ
が

果
し
て
私
に
と
つ
て
幸
福
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
、
こ
の
頃
し
み
〴
〵
と
振
返
つ
て
見
る
や
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う
に
な
つ
た
。
も
つ
と
正
直
に
な
れ
、
裸
に
な
れ
と
自
分
で
言
つ
て
見
る
。
一
つ
の
開
眼

で
も
あ
ら
う
か
。／
や
せ
が
ま
ん
身
に
つ
き
に
け
る
懐
手
／
こ
れ
で
は
あ
ま
り
寂
し
す
ぎ

よ
う
。（「
ひ
と
り
ご
と
」）

そ
う
言
う
側
か
ら
、
英
子
は
「
私
は
一
周
忌
を
す
ま
せ
た
ら
、
住
慣
れ
た
こ
の
家
を

引
払
つ
て
、
さ
ゝ
や
か
な
ア
パ
ー
ト
住
居
を
初
め
る
事
に
決
意
し
た
」
と
続
け
る
。

も
と
よ
り
ひ
と
り
で
あ
る
。
周
囲
の
ひ
と
〴
〵
は
皆
案
じ
て
く
れ
る
け
れ
ど
、
自
分
は
案

外
平
気
で
ゐ
る
。
勿
論
寂
し
く
な
い
と
は
言
は
ぬ
け
れ
ど
、
で
も
人
間
は
元
来
孤
独
な
筈

で
は
な
か
ら
う
か
。
私
は
そ
れ
に
慣
れ
て
行
く
だ
ら
う
し
、
亦
慣
れ
て
行
け
る
自
信
は
持

ち
た
い
。
過
去
に
ま
つ
は
る
一
切
の
う
る
さ
い
も
の
を
投
捨
て
ゝ
、
幾
許
か
の
本
と
、
良

人
の
絵
と
、
茶
器
の
少
し
と
、
小
鳥
籠
と
、
あ
と
は
ほ
ん
の
身
の
廻
り
も
の
だ
け
持
つ
て
、

実
に
さ
ゝ
や
か
な
生
活
を
し
て
行
か
う
と
思
ふ
。
そ
れ
は
ど
ん
な
に
せ
い
〳
〵
す
る
事
だ

ら
う
、
ひ
と
り
き
り
の
自
由
と
夢
が
、
私
の
余
生
を
き
つ
と
豊
か
に
し
て
く
れ
る
だ
ら
う
。

（
同
右
）

英
子
の
こ
の
「
片
意
地
」
は
、
本
人
の
性
質
や
生
活
上
の
も
の
だ
け
の
こ
と
で
は
な

い
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
伊
澤
み
ゆ
き
名
義
で
発
表
し
た
少
女
小
説
に

は
、
親
や
愛
す
る
友
か
ら
捨
て
ら
れ
る
よ
り
先
に
、
こ
ち
ら
か
ら
相
手
を
振
り
切
ろ
う

と
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
の
姿
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
（
（1
（
る
。
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
は
事
実
が
ど
う

で
あ
ろ
う
と
重
要
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
が
問
題
な

の
で
あ
る
。
捨
て
ら
れ
る
よ
り
先
に
こ
ち
ら
か
ら
捨
て
よ
う
と
す
る
そ
こ
に
は
、
傷
つ

く
の
を
極
端
に
恐
れ
る
感
じ
や
す
い
神
経
と
、
も
と
よ
り
愛
情
深
い
素
地
と
が
あ
る
。

そ
れ
―
―
即
ち
「
片
意
地
」
は
、
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
な
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
伊
澤
み

ゆ
き
の
み
な
ら
ず
、
濱
野
雪
の
、
伊
東
英
子
の
、
文
学
を
も
特
徴
づ
け
る
個
性
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
個
性
は
、
当
然
な
が
ら
俳
句
作
品
に
も
映
じ
て

い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

昭
和
三
一
年
一
月
号
の
「「
風
花
」
に
選
ば
れ
た
句
で
、
あ
な
た
の
も
つ
と
も
会
心

の
作
と
、
そ
の
句
の
思
ひ
出
を
お
き
か
せ
下
さ
い
。」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
「
句
の
あ

と
さ
き
」
に
、
英
子
も
答
え
て
い
る
。「
あ
の
ひ
と
も
こ
の
ひ
と
も
無
事
賀
状
積
む
」
と

い
う
前
年
の
正
月
風
景
を
詠
ん
だ
句
を
選
び
、「
そ
れ
が
三
十
年
に
亘
る
私
の
結
婚
生

活
の
、
最
後
の
お
正
月
に
な
つ
た
―
―
」
と
述
べ
た
後
、
英
子
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

だ
が
し
か
し
、
私
は
決
し
て
不
幸
で
は
な
い
。
今
私
は
汀
女
先
生
を
初
め
句
の
お
友
達
皆

様
の
限
り
な
い
温
情
に
つ
ゝ
ま
れ
て
、
苦
し
い
け
れ
ど
も
亦
そ
れ
だ
け
楽
し
い
、
句
作
の

途
を
一
心
に
歩
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
も
つ
と
も
会
心
の
作
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
英
子
は
さ
い
ご
に

も
う
一
句
を
記
す
。

悔
な
し
と
言
ひ
放
ち
た
る
秋
扇

扇
が
ど
れ
ほ
ど
美
し
か
ろ
う
と
懐
か
し
か
ろ
う
と
、
新
た
な
季
節
に
な
れ
ば
手
放
し

て
悔
い
な
し
と
い
う
英
子
の
思
考
、
生
き
方
は
、
い
っ
そ
清
々
し
い
。
そ
し
て
面
白
い

の
が
、「
会
心
の
作
」
で
あ
る
は
ず
の
こ
の
二
句
と
も
、『
風
花
同
人
句
集
　
第
一
巻
』

の
二
○
句
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
最
初
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
の
か
、
汀

女
が
採
ら
な
か
っ
た
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
そ
の
こ
と
に
も
、

英
子
の
「
片
意
地
」
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
、
世
田
谷
の
英
子

永
福
町
の
家
を
引
き
払
い
、
英
子
が
引
っ
越
し
た
の
は
、
世
田
谷
五
丁
目
在
の
「
世
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田
ケ
谷
温
泉
荘
」
と
い
う
ア
パ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
住
所
は
、
前
掲
の
『
風
花
同

人
句
集
　
第
一
巻
』
と
、「
俳
句
研
究
」
昭
和
三
二
年
四
月
号
巻
末
附
録
「
全
国
俳
句

結
社
同
人
録
Ⅲ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
世
田
谷
五
丁
目
は
今
で
は
桜
丘
と
地
名
を
変

え
て
い
る
が
、
千
歳
船
橋
駅
か
ら
す
ぐ
、
現
在
の
二
丁
目
に
あ
る
稲
森
神
社
南
側
の
あ

た
り
が
、
英
子
の
「
ひ
と
り
の
く
ら
し
」
の
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
引
越
の
荷
も

さ
ゝ
や
か
に
濃
山
吹
」
と
い
う
句
が
昭
和
三
一
年
六
月
号
「
四
季
抄
」
に
見
え
る
が
、

こ
の
句
は
前
月
巻
末
の
「
風
花
句
会
」
四
月
例
会
報
に
初
出
し
て
お
り
、
実
際
に
は
夫

の
一
周
忌
を
待
た
ず
し
て
転
居
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

昭
和
三
一
年
に
入
っ
て
英
子
は
完
全
に
「
四
季
抄
」
に
定
着
し
、
前
掲
「
句
の
あ
と

さ
き
」「
ひ
と
り
ご
と
」
な
ど
の
他
に
、「
主
婦
と
俳
句
（
座
談
（
（1
（

会
）」
に
名
を
連
ね
て

い
た
り
、
五
月
に
五
周
年
を
迎
え
た
永
福
町
山
吹
会
に
つ
い
て
一
文
を
寄
せ
た
り
し
て

い
る
（
前
掲
）。
英
子
は
、
前
年
ま
で
は
本
部
の
風
花
句
会
に
は
あ
ま
り
参
加
し
て
い

た
容
子
が
な
い
の
だ
が
、
こ
の
年
は
山
吹
会
だ
け
で
な
く
風
花
句
会
や
成
城
支
部
秋
草

会
な
ど
他
の
例
会
や
、
吟
行
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
様
が
見
え
る
。
―
―
じ
つ

は
、
英
子
は
転
居
に
際
し
て
飼
犬
三
太
を
手
離
し
て
い
た
。
ア
パ
ー
ト
で
は
飼
え
ぬ
か

ら
、
と
い
う
理
由
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
や
は
り
幾
許
か
の
「
片
意
地
」
が
見
え
隠
れ

す
る
よ
う
に
も
思
う
。
夫
亡
き
あ
と
、
愛
犬
も
手
離
し
た
上
で
の
転
居
、
一
人
住
ま
い

と
な
っ
て
、「
あ
の
悲
し
み
の
ど
ん
底
に
ゐ
た
時
も
、
俳
句
だ
け
が
実
に
私
の
心
の
支

へ
で
あ
つ
た
」（「
ひ
と
り
ご
と
」）
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
句
作
は
英
子
を
生
か
す
動

力
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
他
の
同
人
の
注
視
す
る
と
こ

ろ
と
も
な
っ
た
。

七
月
号
の
「
四
季
抄
鑑
賞
」
で
、
同
人
の
村
田
脩
が
、
前
掲
の
「
濃
山
吹
」
の
句
と

と
も
に
「
犬
の
こ
と
聞
か
ず
と
き
め
て
明
易
き
」（「
四
季
抄
」
六
月
号
）
を
取
り
上
げ

て
、「
我
々
も
負
け
て
し
ま
ふ
や
う
な
真
面
目
な
取
り
組
み
方
だ
と
思
ふ
。
一
人
の
人

間
の
生
活
な
り
に
、
真
剣
さ
が
生
き
る
上
に
も
作
る
上
に
も
一
つ
に
な
つ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
」
と
評
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
順
調
に
俳
人
と
し
て
の
人
生
を
歩
む
か
に
見
え
た
矢
先
、
昭
和
三
二
年
一

月
号
を
境
に
、
英
子
は
「
風
花
」
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
す
。
句
会
報
に
は
時
折
「
英

子
」
の
名
が
見
え
る
が
、
本
人
で
あ
る
か
、
名
前
の
同
じ
他
者
の
作
で
あ
る
か
は
判
ら

な
い
。
こ
の
年
「
風
花
」
は
創
刊
一
〇
周
年
を
迎
え
る
。「
十
周
年
特
別
号
」
と
な
っ

た
五
月
号
掲
載
の
大
会
名
簿
に
は
、
英
子
の
名
前
も
確
か
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
巻
頭

に
掲
げ
ら
れ
た
椿
山
荘
で
の
大
会
写
真
に
は
、
集
合
写
真
の
み
な
ら
ず
、
汀
女
と
前
後

し
て
に
こ
や
か
に
歩
く
英
子
の
姿
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
会
入
選
句
に
あ

る
句
が
英
子
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
年
、
英
子
の
作
と
特

定
で
き
る
句
は
わ
ず
か
に
一
句
、「
丹
念
に
足
袋
の
吊
糸
揃
へ
干
す
」
が
あ
る
の
（
（1
（
み
で

あ
る
。

英
子
は
な
ぜ
、「
風
花
」
に
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
一
〇
月
号
の
「
句

の
あ
と
さ
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
、
そ
の
答
え
と
言
え
る
理
由
が
認
め
ら
れ
て
あ
る
。

（
略
）
私
は
何
も
彼
も
が
懶
く
な
り
、
あ
れ
ほ
ど
打
込
ん
で
い
た
俳
句
に
対
す
る
情
熱
さ
え

も
す
つ
か
り
萎
ん
で
し
ま
つ
た
。
何
故
だ
ろ
う
？
　
私
は
知
つ
て
い
る
、
そ
れ
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
女
の
宿
命
み
た
い
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
心
の
痛
手
は
時
が
癒
し
て
く
れ
る
と

い
う
、
だ
が
又
時
を
経
る
ほ
ど
深
く
な
り
行
く
疵
痕
も
あ
る
。
所
詮
女
と
い
う
も
の
は
何

か
を
愛
さ
ね
ば
生
き
て
ゆ
け
な
い
業
を
担
つ
て
生
れ
た
ら
し
い
。
良
人
と
弟
を
一
時
に
失

い
、
次
に
は
犬
と
も
離
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
私
の
孤
独
さ
が
、
遂
に
茲
ま
で
追
詰
め
て

来
た
の
だ
。
私
は
黙
つ
て
ひ
と
り
で
お
と
な
し
く
坐
つ
て
い
る
。
ど
う
ぞ
今
暫
く
私
を
そ

つ
と
し
て
を
い
て
下
さ
い
、
何
時
の
日
か
、
私
は
も
う
一
度
戸
外
へ
出
て
行
け
る
か
も
知

れ
な
い
―
―
（「
冬
の
雲
」）
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こ
の
告
白
に
従
う
な
ら
、
前
年
の
英
子
の
活
躍
ぶ
り
は
一
種
の
躁
状
態
で
あ
り
、
そ

の
反
動
が
襲
っ
て
き
た
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
常
に
病
弱
な
体
」
が
、
最

愛
の
夫
を
亡
く
し
た
喪
失
感
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
（
（2
（
る
。
た
だ
、
こ

の
反
動
は
ひ
と
え
に
英
子
の
内
部
に
蓄
積
さ
れ
た
も
の
か
ら
発
し
た
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
外
的
な
要
因
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

世
田
谷
で
の
新
生
活
の
一
端
を
、
英
子
は
次
の
よ
う
な
句
に
仕
立
て
て
い
た
。

端
居
し
て
と
な
り
の
窓
の
児
を
あ
や
す
（
昭
和
三
一
年
八
月
号
）

ア
パ
ー
ト
の
み
な
気
を
揃
へ
青
す
だ
れ
（
同
右
）

衣
紋
竹
ひ
と
つ
吊
せ
ば
事
足
り
ぬ
（
同
年
九
月
号
）

ち
ょ
う
ど
同
時
期
の
八
・
九
・
一
〇
月
号
に
か
け
て
、「
風
花
」
誌
上
で
は
、
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
と
い
う
匿
名
評
者
に
よ
る
「
四
季
抄
句
評
」
と
い
う
座
談
会
が
、
渡
辺
均
の
署

名
の
も
と
連
続
三
回
で
掲
載
さ
れ
て
い
（
（2
（
る
。
そ
の
第
二
回
に
、
英
子
の
前
掲
「
端
居
し

て
」
の
句
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。「
Ｂ
」
の
評
者
が
「
句
の
出
来
は
別
と
し
て
僕
は
こ

の
句
か
ら
多
分
に
庶
民
的
な
体
臭
と
云
つ
た
も
の
を
感
じ
」
る
、「
抒
情
と
か
閑
雅
等

は
残
念
乍
ら
み
ら
れ
な
い
」
た
め
「
見
落
さ
れ
や
す
い
と
思
ふ
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
、

意
見
を
求
め
ら
れ
た
「
Ｃ
」
は
、

確
に
こ
の
句
に
は
市
井
の
主
婦
の
生
活
と
云
ふ
も
の
が
出
て
ゐ
ま
す
ね
。
だ
け
ど
そ
の
体

臭
は
一
種
の
長
屋
的
な
も
の
で
、
あ
ま
り
に
安
易
す
ぎ
な
い
か
し
ら
。
同
一
作
者
の
、／
ア

パ
ー
ト
の
み
な
気
を
揃
へ
青
簾
／
こ
れ
な
ど
も
前
と
同
じ
こ
と
が
云
へ
る
と
思
ふ
ん
で
す
。

と
述
べ
、「
こ
の
安
易
さ
は
私
嫌
い
で
す
」
と
切
り
捨
て
て
い
る
。

こ
の
第
二
回
は
冒
頭
か
ら
、「
四
季
抄
よ
り
風
花
集
の
方
が
全
体
的
に
み
て
作
品
が

上
廻
つ
て
ゐ
る
様
に
思
」
う
と
か
、「
四
季
抄
は
総
体
的
に
年
齢
も
風
花
集
作
家
よ
り

上
」
な
と
こ
ろ
に
「
作
品
と
し
て
も
、
安
易
に
な
り
や
す
く
な
つ
て
仕
舞
ふ
の
か
も
知

れ
な
い
」
と
い
っ
た
、「
四
季
抄
」
作
家
に
対
す
る
批
判
的
な
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い

る
の
で
、
匿
名
の
評
者
た
ち
は
お
そ
ら
く
比
較
的
若
い
世
代
の
有
力
同
人
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

次
の
第
三
回
に
も
英
子
の
句
に
対
し
て
評
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
少
し
ト
ー
ン
が
変

わ
る
。Ｂ

　
先
月
号
で
し
た
か
、
私
が
英
子
さ
ん
の
句
を
庶
民
的
で
い
ゝ
と
云
ひ
ま
し
た
が
。
今

月
も
、／
衣
紋
竹
ひ
と
つ
吊
せ
ば
事
足
り
ぬ
　
英
子
／
う
す
〳
〵
御
家
庭
の
こ
と
を
き
い

て
知
つ
て
ゐ
る
私
に
は
、
心
憎
い
ま
で
う
ま
く
詠
ま
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
の
で
す
かマ
マ

。

Ｃ
　
簡
素
な
生
活
が
よ
く
出
て
ゐ
ま
す
ね
。
押
し
つ
け
て
い
な
く
て
、
そ
れ
で
い
て
ひ
と

り
の
生
活
の
侘
し
さ
が
に
じ
み
出
て
ゐ
ま
す
。
俳
句
の
よ
さ
つ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

英
子
が
、
こ
れ
ら
同
人
た
ち
の
批
評
を
気
に
し
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
判
ら
な
い
。

た
だ
、「
片
意
地
」
者
の
彼
女
を
へ
こ
ま
せ
た
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
う

す
〳
〵
御
家
庭
の
こ
と
を
き
い
て
知
つ
て
ゐ
る
私
に
は
、
心
憎
い
ま
で
う
ま
く
詠
ま
れ

て
ゐ
る
」「
ひ
と
り
の
生
活
の
侘
し
さ
が
に
じ
み
出
て
ゐ
ま
す
」
と
い
っ
た
立
ち
入
っ

た
言
葉
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。「
ど
う
ぞ
今
暫
く
私
を
そ
つ
と
し
て

を
い
て
下
さ
い
」（「
冬
の
雲
」）
と
い
う
英
子
の
嘆
願
に
は
、
文
学
表
現
で
あ
る
こ
と
を

越
え
て
ま
で
個
人
の
生
活
や
内
面
を
推
し
量
る
よ
う
な
こ
と
は
、
し
て
欲
し
く
な
い
と
、

そ
の
よ
う
な
心
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

同
人
同
士
の
あ
い
だ
に
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
は
そ
の
後
も
話
題
に
な
っ
た
。

「
風
花
」
昭
和
三
二
年
一
月
号
掲
載
の
「
支
部
消
息
」
と
し
て
、
永
福
町
山
吹
会
以
下
、

東
京
・
神
奈
川
の
主
立
っ
た
支
部
会
幹
事
が
集
ま
り
、
汀
女
を
囲
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活



─（50）─

動
状
況
を
報
告
す
る
座
談
会
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
山
吹
会
幹
事
の
手
塚
鶴

代
が
、「
お
年
寄
り
の
方
の
句
が
、
一
つ
で
も
余
計
に
入
選
し
て
欲
し
い
」、
そ
の
理
由

と
し
て
若
い
人
は
入
選
し
な
い
と
す
ぐ
や
め
て
し
ま
う
が
、
年
配
者
は
決
し
て
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
か
ら
だ
、
と
述
べ
る
と
、
戸
塚
支
部
の
宇
佐
美
ふ
き
子
が
、
支
部
に
い
る

年
配
者
に
対
し
、「
批
評
会
で
、
若
い
方
達
が
、
こ
ん
な
句
は
、
と
い
つ
て
、
散
々
に

た
た
く
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
ぎ
み
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
…
…
」
と
続
け
、

汀
女
か
ら
「
批
評
を
し
合
う
の
も
よ
い
け
れ
ど
、
お
互
い
を
無
視
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

ね
」
と
忠
告
さ
れ
て
い
る
。
単
に
世
代
間
の
問
題
で
は
な
く
、
文
学
に
対
す
る
姿
勢
と

も
関
係
し
、
俳
句
同
人
誌
と
い
う
も
の
の
難
し
さ
が
伝
わ
り
く
る
や
り
と
り
で
あ
る
。

奇
し
く
も
こ
の
座
談
会
が
載
っ
た
号
を
区
切
り
に
、
英
子
は
「
風
花
」
と
距
離
を
お

く
生
活
に
入
っ
（
（2
（
た
。
句
作
も
こ
れ
き
り
か
と
思
わ
れ
た
。
が
、
昭
和
三
五
年
、
熊
本
・

江
津
湖
畔
に
汀
女
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
る
。
そ
の
除
幕
式
・
懇
親
会
の
容
子
が
「
風

花
」
五
月
号
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
出
席
者
名
簿
に
は
英
子
の
名
が
見
え
、
会
場
ス

ナ
ッ
プ
に
は
汀
女
の
脇
で
微
笑
む
そ
の
姿
が
確
か
め
ら
れ
る
。
句
碑
建
立
を
祝
し
て
の

「
寄
せ
書
」
と
題
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
に
は
、
英
子
の
今
が
綴
ら
れ
て
い
る
。「（
略
）
私
は

茲
三
四
年
遠
ざ
か
つ
て
い
た
俳
句
へ
の
郷
愁
が
、
一
度
に
馳
戻
つ
て
く
る
の
を
感
じ
た
。

足
踏
み
、
後
戻
り
、
一
歩
前
進
、
そ
れ
で
も
私
は
い
ゝ
と
思
う
。
私
は
今
ほ
ん
と
う
に

楽
し
い
の
で
す
」
―
―
祝
賀
句
会
に
は
次
の
三
句
が
採
ら
れ
て
い
る
。

　
　
菜
の
花
や
雲
は
し
づ
か
に
夜
を
誘
ふ

　
　
新
樹
蔭
深
き
奥
庭
句
碑
除
幕

　
　
朝
窓
に
雨
後
の
若
葉
の
色
重
ね

生
き
る
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
を
抱
え
て
は
放
ち
し
な
が
ら
、
今
を
自
適
に
生
き

る
英
子
の
姿
が
、
こ
れ
ら
の
句
に
は
写
し
出
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

再
び
「
四
季
抄
」
に
英
子
の
名
が
載
る
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
二
年
ほ
ど
待
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。「
四
季
抄
」
は
「
十
周
年
特
別
号
」
昭
和
三
二
年
五
月
号
を
以
て
「
Ⅰ
」 

「
Ⅱ
」
に
分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
英
子
の
句
は
昭
和
三
七
年
一
二
月
号
上

の
「
四
季
抄
Ⅱ
」
の
方
に
見
出
せ
る
。
そ
れ
以
降
の
掲
載
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
英
子
の

関
心
は
同
人
活
動
か
ら
離
れ
、
自
ら
の
感
性
が
掻
き
立
て
ら
れ
た
と
き
に
の
み
句
を
投

じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
昭
和
四
三
年
七
月
号
の
「
小
河
内
ダ
ム
」
と
題
さ
れ
た
五

句
が
、
最
後
の
「
四
季
抄
」
掲
載
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
英
子
の
夫
は
生
前
、
大
映
取
締
役
で
あ
っ
た
。「
過
去
に
ま
つ
は
る
一

切
の
う
る
さ
い
も
の
を
投
捨
て
ゝ
、
幾
許
か
の
本
と
、
良
人
の
絵
と
、
茶
器
の
少
し
と
、

小
鳥
籠
と
、
あ
と
は
ほ
ん
の
身
の
廻
り
も
の
だ
け
持
つ
て
、
実
に
さ
ゝ
や
か
な
生
活
を

し
て
行
か
う
と
思
ふ
」（「
ひ
と
り
ご
と
」）
と
述
べ
て
の
世
田
谷
へ
の
転
居
は
、
だ
か
ら

英
子
に
と
っ
て
「
大
映
取
締
役
夫
人
」
と
い
う
仰
々
し
い
肩
書
と
の
決
別
を
意
味
し
た

か
も
知
れ
な
い
。
終
の
棲
家
と
な
り
得
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
世
田
谷
は
英

子
に
と
っ
て
「
ひ
と
り
き
り
の
自
由
と
夢
」（「
ひ
と
り
ご
と
」）
の
実
現
を
目
指
し
、
選

「風花」昭和 35 年 5 月号
（昭和女子大学図書館近代文庫蔵）

「菜の花や」以下…英子久々の三句
が掲載された。
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ば
れ
た
地
で
あ
っ
た
、
と
一
先
ず
は
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
肩
書
と
言
え
ば
、
昭

和
四
〇
年
、
愛
知
の
美
術
工
芸
家
・
藤
井
達
吉
の
業
績
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
『
孤

高
の
芸
術
家
　
藤
井
達
吉
（
（2
（
翁
』（
昭
和
四
○
年
八
月
、
丸
善
株
式
会
社
）
に
、「
思
い
出
の

か
ず
か
ず
」
と
い
う
一
文
を
英
子
が
寄
せ
て
い
る
。
藤
井
翁
に
英
子
は
「
昭
和
の
始
め

ご
ろ
」
に
面
識
を
得
た
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
再
婚
後
、
濱
野
ゆ
き
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

「
若
草
」
な
ど
に
作
品
を
散
発
的
に
発
表
し
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
い
っ
た

経
緯
か
ら
の
面
会
で
あ
っ
た
か
、
文
章
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
が
、
終
わ
り
近
く
に

「
と
き
ど
き
へ
た
な
俳
句
を
お
目
に
か
け
て
は
、
俳
句
な
ど
や
め
て
和
歌
に
す
る
よ
う
、

皮
肉
ま
じ
り
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
先
生
の
お
顔
を
ふ
と
目
に
浮
べ
る
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
二
人
の
あ
い
だ
に
は
文
学
的
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。「
梅
咲
い

て
墓
石
あ
た
た
か
南
向
き
」
と
い
う
自
作
の
句
も
掲
じ
て
あ
る
が
、
実
を
明
か
せ
ば
こ

れ
は
、
夫
・
鐘
太
の
一
周
忌
に
捧
げ
ら
れ
た
一
句
で
あ
る
。
藤
井
翁
の
亡
く
な
っ
た
昭

和
三
九
年
は
英
子
自
身
も
体
調
不
良
だ
っ
た
と
あ
る
が
、
懐
か
し
い
男
た
ち
は
み
な
彼

女
を
残
し
て
旅
立
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
句
は
、
そ
う
い
う
事
実
に
対
す
る
英
子
の
感
慨

を
浮
き
立
た
せ
る
、
大
事
な
一
句
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
文
の
末

尾
に
は
、「
元
大
映
多
摩
川
撮
影
所
長
夫
人
」
と
い
う
肩
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
亡
く

な
っ
た
夫
の
肩
書
で
呼
ば
れ
る
―
―
呼
ば
れ
ざ
る
を
得
な
い
自
分
を
、
晩
年
の
英
子
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
尤
も
、「
ひ
と
り
き
り
の
自
由
と
夢
」
と
は
、

案
外
こ
う
し
た
肩
書
の
背
後
で
こ
そ
、
の
ん
び
り
と
養
え
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

昭
和
四
八
年
七
月
二
〇
日
、
須
田
英
子
は
八
三
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。「
風
花
」

に
は
そ
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
同
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
の
「
後

記
」
に
は
、「
ま
た
親
し
い
句
友
の
な
ん
人
か
と
も
永
別
い
た
し
ま
し
た
」
と
、
汀
女

が
記
し
て
い
る
。

※�

テ
キ
ス
ト
は
引
用
に
際
し
て
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
基
本
的
に
省
略
し
た
。
但
し
、
伊
澤

み
ゆ
き
の
「
伊
澤
」
姓
に
関
し
て
は
旧
字
体
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

（
註
）

（
1
）
岡
本
正
貴
「
伊
東
英
子
を
さ
が
せ
　
そ
の
1
～
3
」（「aozorablog

」https://w
w

w
 

.aozora.gr.jp/aozorablog/?p=836, 835,985

、
平
成
二
四
年
八
月
一
〇
日
・
一

三
日
・
一
八
日
、
閲
覧
日
令
和
二
年
八
月
一
日
）、
永
渕
朋
枝
「
藤
村
発
行
「
処
女
地
」

に
執
筆
し
た
〈
無
名
〉
の
女
性
達
―
―
伊
東
英
子
・
林
真
珠
―
―
」（「
神
女
大
国
文
」

平
成
二
七
年
三
月
）、
永
渕
朋
枝
「「
処
女
地
」
の
伊
東
英
子
「
凍
つ
た
唇
」
―
―
別
名
‥

「
少
女
画
報
」
の
伊
澤
み
ゆ
き
・「
青
鞜
」
の
濱
野
雪
―
―
」（「
国
語
国
文
」
平
成
二
七

年
八
月
）

（
2
）
森
本
穫
「
宇
野
浩
二
評
伝
ノ
ー
ト
⑰
伊
澤
き
み
子
の
親
族
た
ち
」（「
文
芸
日
女
道
」
平

成
三
〇
年
四
月
号
）

（
3
）
註（
2
）に
同
じ
。

（
4
）
生
没
年
、
結
婚
等
は
、
岡
本
正
貴
「
伊
東
英
子
を
さ
が
せ
　
そ
の
1
～
3
」（
註（
1
）前

掲
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
永
渕
朋
枝
「「
処
女
地
」
の
伊
東
英
子
「
凍
つ
た
唇
」
―
―
別
名
‥「
少
女
画
報
」
の
伊

澤
み
ゆ
き
・「
青
鞜
」
の
濱
野
雪
―
―
」（
註（
1
）前
掲
）
の
「
付
記
」
に
よ
る
。
な
お
、

永
渕
氏
の
英
子
に
関
す
る
論
は
、『
無
名
作
家
か
ら
見
る
日
本
近
代
文
学
―
島
崎
藤
村
と

『
処
女
地
』
の
女
性
達
―
』（
令
和
二
年
三
月
、
和
泉
書
院
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）「
風
花
」
昭
和
三
一
年
四
月
号
「
春
扇
集
」
と
題
さ
れ
た
同
人
の
近
況
報
告
集
に
掲
載
さ

れ
た
須
田
英
子
「
ひ
と
り
ご
と
」
に
、「
私
が
汀
女
先
生
の
お
弟
子
に
加
へ
て
い
た
ゞ
い

て
か
ら
や
つ
と
四
年
余
り

0

0

0

0

0

0

0

、
ま
だ
〳
〵
ほ
ん
の
か
け
だ
し
で
、
五
里
霧
中
で
歳
時
記
と

取
組
ん
で
ゐ
る
に
す
ぎ
な
い
」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
。

（
7
）
吉
屋
信
子
は
「
一
流
の
女
性
作
家
と
な
る
に
は
　
巣
立
つ
日
に
備
え
て
（
Ⅱ
）」（「
少
女

の
友
」
昭
和
二
四
年
四
月
号
）
と
「
想
い
出
の
少
女
時
代
―
―
女
医
に
な
り
た
か
っ
た

私
」（「
少
女
の
友
」
昭
和
二
六
年
一
〇
月
号
）
に
二
度
に
わ
た
っ
て
伊
澤
み
ゆ
き
に
憧

れ
目
指
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
註（
5
）に
既
に
指
摘
が
あ
る
他
、
久
米

依
子
「
大
正
期
少
女
雑
誌
か
ら
婦
人
雑
誌
へ
の
位
相
―
―
伊
東
英
子
の
軌
跡
を
視
座
と
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（
14
）
濱
野
雪
名
義
の
随
筆
「
七
月
末
の
日
記
よ
り
」（「
青
鞜
」
大
正
四
年
九
月
）
に
既
に
、

同
様
の
傾
向
が
語
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）「
風
花
」
昭
和
二
九
年
一
二
月
号
「
風
花
集
」
に
は
「
秋
夕
焼
明
日
は
ひ
と
り
の
旅
と
な

る
」
以
下
三
句
と
も
旅
が
詠
ま
れ
、
巻
末
「
永
福
町
山
吹
会
」
一
一
月
例
会
報
に
は
英

子
の
名
で
「
旅
重
ね
京
の
時
雨
に
逢
ひ
別
れ
」
の
句
が
採
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ま
も
と
文
化
振
興
会
発
行
「
総
合
文
化
誌
「K

U
M

A
M

O
T

O

」」
平
成

三
〇
年
九
月

（
17
）
伊
澤
み
ゆ
き
「
闇
に
居
て
」「
捨
犬
」「
美
智
さ
ま
参
る
」（
い
ず
れ
も
大
正
三
年
の
作
）

な
ど
。
な
お
、
み
ゆ
き
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
少
女
小
説
の
系
譜
―
―
「
少

女
画
報
」
と
伊
澤
み
ゆ
き
―
―
」（
註（
9
）前
掲
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）「
風
花
」
昭
和
三
一
年
一
月
号
。
出
席
者
は
汀
女
・
須
田
英
子
・
村
田
八
重
・
赤
塚
喜
美

重
・
井
上
美
子
・
村
上
淑
子
・
編
集
部
と
な
っ
て
い
る
。

（
19
）「
風
花
」
昭
和
三
二
年
二
月
号
「
成
城
支
部
秋
草
会
」
句
会
報
に
あ
る
こ
の
句
は
、
註

（
10
）に
示
し
た
『
秋
草
会
句
集
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
英
子
の
作
と
特
定
で
き
る
。

（
20
）
前
掲
「
冬
の
雲
」
に
は
、「
昨
年
の
初
冬
で
あ
つ
た
。
ふ
と
病
み
つ
い
て
寝
た
き
り
と
い

う
で
も
な
し
に
、
は
か
ば
か
し
く
な
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
頃
」
と
あ
る
。

（
21
）
匿
名
に
よ
る
句
評
座
談
は
一
一
月
・
一
二
月
合
併
号
に
も
持
ち
越
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
大
津
希
水
の
署
名
で
「
四
季
抄
鑑
賞
」
と
タ
イ
ト
ル
が
変
わ
り
、
参
加
者
は
Ａ
・
Ｂ

の
二
名
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
お
そ
ら
く
渡
辺
と
大
津
の
二
名
は
こ
の
句
評
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
22
）
巻
末
の
支
部
句
会
報
に
は
、
そ
の
後
も
「
英
子
」
の
名
が
永
福
町
支
部
山
吹
会
以
外
の

句
会
に
散
見
さ
れ
る
。
山
吹
会
は
昭
和
三
三
年
に
「
風
花
婦
人
句
会
」
に
発
展
継
承
と

な
っ
た
。

（
23
）
編
者
は
愛
知
県
総
合
芸
術
研
究
会
長
・
愛
知
県
副
知
事
（
当
時
）
の
松
尾
信
資
と
な
っ

て
い
る
。
本
書
に
英
子
が
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
は
、
註（
1
）（
4
）に
示
し
た
岡
本
正
貴

氏
に
よ
っ
て
判
明
し
た
も
の
。

�
（
ふ
く
だ
　
い
ち
よ
　
　
日
本
語
日
本
文
学
科
准
教
授
・
近
代
文
化
研
究
所
所
員
研
究
員
）

し
て
―
―
」（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
「
国
語
と
国
文
学
」
平
成
二
九
年
五
月
特
集

号
）
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

（
8
）
小
寺
菊
子
「
現
代
の
若
き
女
流
作
家
」（「
中
央
文
学
」
大
正
九
年
六
月
）

（
9
）
岩
見
照
代
「
伊
東
英
子
「
凍
つ
た
唇
」
解
説
」（
女
性
文
学
会
編
『
女
性
文
学
の
近
代
』

双
文
社
出
版
、
平
成
六
年
四
月
）、
永
渕
朋
枝
「
藤
村
『
処
女
地
』
に
執
筆
し
た
無
名
の

女
性
達
・
目
録
」（「
神
女
大
国
文
」
平
成
一
九
年
三
月
）、
福
田
委
千
代
「
少
女
小
説
の

系
譜
―
―
「
少
女
画
報
」
と
伊
澤
み
ゆ
き
―
―
」（「
学
苑
」
平
成
二
三
年
九
月
）、
ら
い

て
う
研
究
会
編
『『
青
鞜
』
人
物
事
典
―
―
１
１
０
人
の
群
像
―
―
』（
大
修
館
書
店
、

平
成
一
三
年
五
月
）

（
10
）「
英
子
」
と
い
う
作
者
名
は
こ
れ
以
前
か
ら
支
部
会
報
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
句
は
永
福

町
支
部
山
吹
会
初
出
で
あ
り
、
且
つ
成
城
支
部
秋
草
会
『
秋
草
会
句
集
』（
昭
和
三
三
年

六
月
）
中
の
英
子
の
句
集
「
青
田
風
」
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
英
子
の
作
と
特
定
で
き

る
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
初
の
句
で
あ
る
。

（
11
）「
支
部
め
ぐ
り
（
五
）
山
吹
会
（
永
福
町
支
部
）」（「
風
花
」
昭
和
三
一
年
五
月
号
）
の

手
塚
鶴
代
記
「
会
は
今
か
ら
丁
度
満
五
年
前
の
昭
和
廿
六
年
の
三
月
半
ば
に
誕
生
致
し

ま
し
た
」
に
よ
る
。「
風
花
」
巻
末
句
会
報
に
「
永
福
町
支
部
山
吹
会
」
報
が
初
掲
載
と

な
る
の
は
昭
和
二
六
年
八
月
号
か
ら
で
あ
る
。

（
12
）「
風
花
」
昭
和
二
八
年
八
月
号
奥
付
か
ら
北
沢
・
永
福
町
・
碑
文
谷
の
支
部
句
会
の
日
時

が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
永
福
町
の
み
平
日
昼
間
で
、
本
部
と
他
の
二
支
部
は
土
日

の
開
催
で
あ
る
。

（
13
）
公
益
財
団
法
人
山
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
山
人
会
の
会
員
で
会
っ
た
人
々
／
主
な
物
故

会
員
の
氏
名
と
略
歴
」
欄
（http://w

w
w

1.odn.ne.jp/sanjinkai/syoukai/kaiin 
deata.htm

l

、
閲
覧
日
令
和
二
年
八
月
一
日
）
及
び
リ
ン
ク
先
「
手
塚
鶴
代
」（
無
署

名
「
会
員
の
横
顔
」
1‌

9‌

5‌

7
年
（
昭
和
32
年
）
山
人
会
報
3
号
よ
り
）（http://w

w
w

1 
.odn.ne.jp/sanjinkai/syoukai/yokogao/yokogao11.htm

l

、
閲
覧
日
同
日
）

に
、「
東
山
梨
郡
春
日
居
村
出
身
。
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
暫
く
小
学
校
の
先
生
を
や
っ

て
い
た
」
が
、
結
婚
後
に
「
有
名
だ
っ
た
婦
人
世
界
の
懸
賞
小
説
に
応
募
「
葡
萄
実
れ

ど
」
と
い
う
長
篇
小
説
が
見
事
1
等
に
当
選
し
て
、
み
ん
な
を
ア
ッ
と
言
わ
せ
た
」、

「
中
村
汀
女
門
下
の
四
天
王
の
1
人
と
し
て
、
俳
諧
で
活
躍
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。


